
◆6/27現在において、65歳以上の方への接種券の配布が完了しました。7月から64歳

以下の接種が始まります。そこで、横須賀市は下表の通り、64歳未満の方への接種券配布

のスケジュールを発表しました。10月上旬には希望する方への接種を完了する見込みです。
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１．コロナ対策最新情報〜10月上旬でワクチン接種完了を目指して

【今月のトピック】

1. 10月上旬でワクチン接種完了へ

2. 子どもたちのSOSの受け皿を！

3. 「ホーリーカフェ」はじめました！

堀りょういち公式LINE

横須賀市の最新情報をお届け

します。ぜひご登録ください！

子育てパパ34歳 横須賀市議会議員

区分 発送時期 予約開始日（基礎疾患あり） 予約開始日（基礎疾患なし）

55-64歳 7/12〜7/14 7/12 7/19

45-54歳 7/26〜7/28（予定） 7/26（予定） 8/2（予定）

35-44歳 8/16〜8/18（予定） 8/16（予定） 8/23（予定）

25-34歳 8/30〜9/1（予定） 8/30（予定） 9/6（予定）

19-24歳 9/6〜9/8（予定） 9/6（予定） 9/13（予定）

12-18歳 調整中 調整中 調整中

◆加えて職域接種や自衛隊東京大規模接種センターでの接種の利用を推進し、全市民の接

種早期完了を目指していくとのことです。

◆上記の年齢別接種と並行して、発生の可能性が高い職種や重症化リスクの高い方*に優先

接種を行います。*教育・保育関連施設、介護施設、障害者施設等の職員、民生委員児童委員 (調整中)等

◆横須賀市主催による1,000人以上の大規模イベントについて中止期間を令和3年9月30

日までとしていましたが、残念ながら令和3年12月31日まで延長となりました。

以下は6/27時点の情報です。国からのワクチン供給量等の影響で変更になる可能性もあり

ます。最新情報は横須賀市のホームページ等をご確認ください。

お困りのこと、ご不明なこと等がございましたら、

遠慮なく堀りょういち（080-4327-7787(本人直通)）までご相談ください。



▼1986年本町育ち・根岸町在住/ 4人兄弟の長男 / 祖父はドブ板通り｢堀整形外科｣院長

▼長岡保育園→ 汐入小 → 坂本中 → 県立横須賀高校(57期)→ 早稲田大学政治経済学部政治学科

→松下政経塾31期入塾 (本市出身では初) →アクセンチュア（株）にてIT・財務業務改革に参画

→自殺対策を推進するNPO法人で、深刻な悩みを抱える方の相談・支援に従事。

▼2019年に横須賀市議会議員に初当選。現在２年目。会派「よこすか未来会議」に所属

所属 よこすかプレーパーク(代表)・根岸町青壮年部・ドブ板通り商店街振興組合・本町青年会・

消防団第3分団・横須賀剣道連盟・ファザーリングジャパン

趣味 剣道(三段)、クラシックピアノ、マンガ、スポーツ吹矢、タップダンス(予定)
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２．【政策提言】子どもたちのSOSの受け皿を作ろう。〜6月議会報告

堀りょういち
プロフィール

3．「ホーリーカフェ」 をオープンしました。

昨年、令和２年の日本の児童・生徒の自殺者数は499名

と過去最多となりました。横須賀市においても同様の傾

向であり、今も深刻な状況が続いています。いのちや暮

らしの危機に直面した時、自分の力だけでなく、周囲を

頼ることが大切です。相談するための障壁を取り除き、

子どもたちの目線に立った受け皿を作るべきではない

でしょうか。

皆さんが少しでも政治を身近に感じてもらうために、政治や子

育て、介護等、横須賀の現在と未来を自由に語りあう場、「ホー

リーカフェ」をオープンしました。

YouTube、Facebook、Twitter同時のライブ配信です。

コメントにその場で堀りょういち本人が回答します。

毎月2回程度開催予定。開催日は堀りょういちのSNSをご覧く

ださい。皆さんのお越しをお待ちしております！

【政策案1】 子どもたちの目線に立った相談窓口を伝えよう。

10代,20代の方たちの多くは電話をほとんど使わず、SNSを活用しています。行政にとっ

て都合の良い相談先ではなく、24時間365日のチャット相談など、子どもたちが相談しや

すいツール、相談しやすい時間に対応できる相談あ先を伝えるべきではないでしょうか。

【政策案2】 ICTを活用して、子どもたちのSOSを支援に繋げていこう。

一つの検索エンジンで「死にたい」と入力される回数は10数万〜20数万回／月と言われま

す。悩みを検索した時、地域の支援情報を検索結果の広告欄に掲載できる仕組みがありま

す。このような仕組みを導入し、声なきSOSを積極的にキャッチすべきではないでしょうか。

【政策案3】 「SOSの出し方に関する教育」を推進しよう。

「誰かに頼る、相談するということは決して悪いことではない。その悩みに真摯に向き合っ

てくれる人は必ずいるーー」このようなことを、学校等を通して伝えることが重要です。

政府はこの「SOSの出し方に関する教育」を推進しています。案1と連動させて、子どもたち

自身が課題解決能力の向上を今以上に進めていくべきではないでしょうか。

（詳しくはYouTube「堀りょういちチャンネル」をご覧ください。↑）


